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(57)【要約】
【課題】被検体である胎児を含む生体組織の色や輝度を
運動情報に基づいて調整することにより、これらの生体
組織に正常、異常を反映させた色付けをすることが可能
となる超音波装置を提供する。
【解決手段】超音波装置であって、
　被検体に対し、超音波を送受信する超音波プローブと
、
　前記超音波プローブにより受信した超音波を、該超音
波に基づく前記被検体の画像情報に処理する画像情報処
理部及び運動情報に処理する運動情報処理部と、
　前記画像情報処理部で求められた被検体の画像情報を
用いて、該被検体に含まれる組織を同定する組織同定部
と、
　前記組織同定部により同定された組織の画像情報に、
前記運動情報処理部で求められた運動情報を反映させた
色情報を付与する色情報制御手段と、を有する構成とす
る。
【選択図】　　　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波装置であって、
　被検体に対し、超音波を送受信する超音波プローブと、
　前記超音波プローブにより受信した超音波を、該超音波に基づく前記被検体の画像情報
に処理する画像情報処理部及び運動情報に処理する運動情報処理部と、
　前記画像情報処理部で求められた被検体の画像情報を用いて、該被検体に含まれる組織
を同定する組織同定部と、
　前記組織同定部により同定された組織の画像情報に、前記運動情報処理部で求められた
運動情報を反映させた色情報を付与する色情報制御手段と、
　を有することを特徴とする超音波装置。
【請求項２】
　前記色情報制御手段は、
　前記組織同定部により同定された組織に基準情報を付与し、
　前記基準情報を付与された組織に前記運動情報に基づく情報を重畳することにより、前
記組織の画像情報に色情報を調整して付与する色調整部を有することを特徴とする請求項
１に記載の超音波装置。
【請求項３】
　前記色情報制御手段は、
　前記組織同定部により同定された組織に基準情報を付与し、
　前記基準情報を付与された組織に、前記被検体の運動情報のうち該組織にとって特徴的
な部分の運動情報に基づく情報を重畳することにより、前記組織の画像情報に色情報を調
整して付与する色調整部を有することを特徴とする請求項１に記載の超音波装置。
【請求項４】
　前記色調整部は、
　前記組織同定部により同定された組織に応じた基準情報を有するテーブルと、
　前記被検体の運動情報のうち該組織にとって特徴的な部分の運動情報と該基準情報とを
変数とする関数と、
　により、前記組織の画像情報に付与する色情報が決定可能に構成されていることを特徴
とする請請求項３に記載の超音波装置。
【請求項５】
　前記色調整部は、
　前記組織同定部により同定された組織と、
　前記被検体の運動情報のうち該組織にとって特徴的な部分の運動情報と、
　に応じた色情報を有するテーブルにより、前記組織の画像情報に付与する色情報が決定
可能に構成されていることを特徴とする請求項３に記載の超音波装置。
【請求項６】
　前記色調整部は、
　前記組織同定部で組織を同定するために、組織の境界を抽出するセグメンテーション部
と、
　抽出した組織の境界とマッチングさせるテンプレートと、
を有することを特徴とする請求項２から５のいずれか１項に記載の超音波装置。
【請求項７】
　前記運動情報は、血流速度または組織変位または組織弾性のうちの、少なくともいずれ
か一つの情報であることを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の超音波装置
。
【請求項８】
　前記血流速度または組織変位または組織弾性のうちの、少なくともいずれか一つを測定
するための位相差検出手段を有することを特徴とする請求項７に記載の超音波装置。
【請求項９】
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　前記運動情報が組織弾性の運動情報であり、前記色調整部において三次元表示された画
像情報に色情報を調整して付与することを特徴とする請求項２から６のいずれか１項に記
載の超音波装置。
【請求項１０】
　前記被検体の画像情報が、胎児を含む生体内の画像情報であることを特徴とする請求項
１から９のいずれか１項に記載の超音波装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波装置に関し、特に被検体である胎児を含む生体内部の組織をカラー表
示することができる超音波装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年において、被検体である胎児を含む生体内における三次元領域に対し、超音波を送
受信し、三次元の立体的透視画像を形成する超音波装置を構成し、三次元カラー表示を行
う方法が知られている。
このような三次元表示に際し、従来においては観察領域の手前側の輝度を上げ、奥側につ
れて輝度を下げることによって、立体的に表示させる手法が用いられる。
【０００３】
　例えば、特許文献１では、三次元領域に対して超音波を送受信し、三次元の立体的透視
画像を形成するようにした、つぎのような超音波診断装置が提案されている。
この装置では、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）に対応した三つのダイヤルなどからなる色
調整部が構成されている。
そして、この色調整部を利用してカラーパレットが有する色付け関数を任意に設定し、立
体的透視画像に対してカラーパレットに基づいた色付けを行い、三次元カラー表示を行う
。
これによって、自然な色付けされた組織（胎児など）を表示させることができるようにさ
れている。
【０００４】
　また、特許文献２では、つぎのような超音波画像処理装置が提案されている。
図４に、上記特許文献２のシステム構成を説明するための図を示す。
図４において、４１０は二次元アレイの３Ｄプローブであり、４２０は３Ｄプローブ４１
０の送受信を制御するための制御部である。
４３０は３Ｄプローブ４１０の送信ビームフォーミングを行う送信部であり、４４０は３
Ｄプローブ４１０の受信ビームフォーミングを行う受信部である。
４５０は受信部４４０で受信ビームフォーミングされた信号からＢモードあるいはＭモー
ドで表示させるため、包絡線検波や対数圧縮などの信号処理を行うエコー信号処理部であ
る。
４６０は受信部４４０で受信ビームフォーミングされた信号からドプラ情報を求めるため
に、直交検波などを行うドプラ信号処理部である。
４７０はエコー信号処理部５５０からの出力信号を一時的に格納する３Ｄメモリで、４７
１はドプラ信号処理部４６０からの血流速度や分散情報を一時的に格納する３Ｄメモリで
ある。
４８０は３Ｄメモリ４７０からのエコー信号からボリュームレンダリングを行い、３Ｄメ
モリ４７１からのドプラ情報を重畳させるカラー３Ｄ画像形成部である。
そして、４９０はカラー３Ｄ画像形成部４８０から出力されたレンダリング情報を表示さ
せる表示部である。
これらによって超音波画像処理装置が構成され、組織情報と運動体の速度情報および分散
情報を反映した三次元画像を形成でき、例えば心臓検査の際、血流の動態を総合的に診断
できるようにされている。
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【特許文献１】特許第３３９４６４８号公報
【特許文献２】特開第２００５－２７８９８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記した従来例の特許文献１及び特許文献２のものは、つぎのような課
題を有している。
特許文献１のものでは、被検体が胎児である場合、その肌色表示させるような際には生体
組織を正常状態で自然な色付けとすることが可能であるが、臍帯の血流や胎児の心拍数に
異常あっても同じ色付けに表示されてしまうこととなる。
したがって、このように臍帯の血流や胎児の心拍数に異常がある場合に、胎児の正常、異
常を反映させた色付けができず、異常の発見を遅らせてしまうという問題が生じる。
【０００６】
　また、特許文献１のものでは、血流情報を組織形状に重畳させることは可能とされてい
るが、ドプラ情報を取得した領域にカラー表示させるものであることから、ドプラ情報を
取得していない領域の組織をカラー表示させることはできないものである。
そのため、特許文献２のものでは、カラーとモノクロとが混在した不自然な表示になって
しまうという問題が生じる。
【０００７】
　本発明は、上記課題に鑑み、被検体である胎児を含む生体組織の色や輝度を運動情報に
基づいて調整することにより、これらの生体組織に正常、異常を反映させた色付けをする
ことが可能となる超音波装置を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、つぎのように構成した超音波装置を提供するものである。
本発明の超音波装置は、被検体に対し、超音波を送受信する超音波プローブと、
　前記超音波プローブにより受信した超音波を、該超音波に基づく前記被検体の画像情報
に処理する画像情報処理部及び運動情報に処理する運動情報処理部と、
　前記画像情報処理部で求められた被検体の画像情報を用いて、該被検体に含まれる組織
を同定する組織同定部と、
　前記組織同定部により同定された組織の画像情報に、前記運動情報処理部で求められた
運動情報を反映させた色情報を付与する色情報制御手段と、
　を有することを特徴とする。
また、本発明の超音波装置は、前記色情報制御手段が、前記組織同定部により同定された
組織に基準情報を付与し、
　前記基準情報を付与された組織に前記運動情報に基づく情報を重畳することにより、前
記組織の画像情報に色情報を調整して付与する色調整部を有することを特徴とする。
また、本発明の超音波装置は、前記色情報制御手段が、前記組織同定部により同定された
組織に基準情報を付与し、
　前記基準情報を付与された組織に、前記被検体の運動情報のうち該組織にとって特徴的
な部分の運動情報に基づく情報を重畳することにより、前記組織の画像情報に色情報を調
整して付与する色調整部を有することを特徴とする。
また、本発明の超音波装置は、前記色調整部が、
　前記組織同定部により同定された組織に応じた基準情報を有するテーブルと、
　前記被検体の運動情報のうち該組織にとって特徴的な部分の運動情報と該基準情報とを
変数とする関数と、
　により、前記組織の画像情報に付与する色情報が決定可能に構成されていることを特徴
とする。
また、本発明の超音波装置は、前記色調整部が、
　前記組織同定部により同定された組織と、前記被検体の運動情報のうち該組織にとって
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特徴的な部分の運動情報と、
　に応じた色情報を有するテーブルにより、前記組織の画像情報に付与する色情報が決定
可能に構成されていることを特徴とする。
また、本発明の超音波装置は、前記色調整部が、前記組織同定部で組織を同定するために
、組織の境界を抽出するセグメンテーション部と、抽出した組織の境界とマッチングさせ
るテンプレートと、を有することを特徴とする。
また、本発明の超音波装置は、前記運動情報が、血流速度または組織変位または組織弾性
のうちの、少なくともいずれか一つの情報であることを特徴とする。
また、本発明の超音波装置は、前記血流速度または組織変位または組織弾性のうちの、少
なくともいずれか一つを測定するための位相差検出手段を有することを特徴とする。
また、本発明の超音波装置は、前記運動情報が組織弾性の運動情報であり、前記色調整部
において三次元表示された画像情報に色情報を調整して付与することを特徴とする。
また、本発明の超音波装置は、前記被検体の画像情報が、胎児を含む生体内の画像情報で
あることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、被検体である胎児を含む生体組織の色や輝度を運動情報に基づいて調
整することにより、これらの生体組織に正常、異常を反映させた色付けをすることが可能
となる超音波装置を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　つぎに、本発明の実施形態について説明する。
本実施の形態においては、正常、異常を反映させた色付けや輝度で、胎児を含む生体組織
をカラー表示することが可能となる超音波装置が、具体的にはつぎのように構成される。
本実施形態の超音波装置は、被検体内に超音波を送受信するプローブと、送受信の制御を
行う制御部と、送信ビームフォーミングを行う送信手段と、受信ビームフォーミングを行
う受信手段と、画像形成を行うレンダリング部と、画像を表示させる表示部とを備える。
また、上記受信手段からの信号を処理するエコー信号処理部と運動信号処理部を有し、上
記制御部には基準色と基準輝度を被検体の組織ごとに割り当てるテーブルが設けられてい
る。
また、上記レンダリング部は、エコー信号処理部から組織を同定する組織同定部と、
　同定した組織からテーブルを参照して基準色および／または基準輝度を読み込み、運動
信号処理部からの運動情報に応じて基準色および／または基準輝度を調整する調整部と、
　少なくとも被検体の運動情報を取得した領域以外の生体組織に色付けするカラーレンダ
リング部とを有している。
また、本実施形態の超音波装置においては、組織同定部で組織を同定するために、表示画
面から超音波装置操作者が観測組織を入力設定する設定部を有する構成とすることができ
る。
また、本実施形態の超音波装置においては、組織同定部で組織を同定するために、組織の
境界を抽出するセグメンテーション部と、抽出した組織の境界とマッチングさせるテンプ
レートを有する構成とすることができる。
また、本実施形態の超音波装置においては、運動信号処理部をつぎのように構成すること
ができる。
血流速度や組織変位を測定するための位相差検出手段を構成し、
　あるいは、組織内部の弾性係数を測定するため、プローブを被検体に押し当て、圧縮前
後のエコー信号から局所的なシフト量を計算して内部変位を求め、圧縮方向に空間微分を
行い、局所的な歪みを計算してから弾性係数を求める処理部を構成することができる。
また、本実施形態の超音波装置においては、運動信号処理部からの運動情報が組織弾性の
とき、三次元画像を形成し、表示する組織表面の基準色および／または基準輝度を調整す
る調整部を有する構成とすることができる。
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【実施例】
【００１１】
　以下に、本発明の実施例について説明する。
［実施例１］
　実施例１では、本発明を適用した超音波装置の構成例について説明する。
図１に、本実施例における超音波装置の構成例を説明するための図を示す。
図１において、１は超音波を送受信する超音波プローブ、２は制御部、３は送信部、４は
受信部、５はエコー信号処理部（画像情報処理部）、６は運動信号処理部（運動情報処理
部）である。
７０と７１はメモリ、８はレンダリング部（色情報制御手段）、９は表示部である。また
、１００は被検体内部である。
【００１２】
　本実施例の超音波装置は、被検体内部１００に超音波を送受信する超音波プローブ１、
超音波プローブ１の送受信を制御するための制御部２、
　超音波プローブ１の送信ビームフォームングを行う送信部３、超音波プローブ１の受信
ビームフォームングを行う受信部４を備えている。
この制御部２は、被検体１００内部の生体組織と、標準的な基準色や基準輝度とを対応付
けたテーブルを持っている。
また、エコー信号処理部（画像情報処理部）５では、受信部４で受信ビームフォーミング
された信号からＢモードあるいはＭモードのような組織形状を得るため、包絡線検波や対
数圧縮などの信号処理を行われる。
また、運動信号処理部（運動情報処理部）６では、受信部４で受信ビームフォーミングさ
れた信号から生体組織の運動情報を求めるための運動信号処理が行われる。
ここでの運動情報には、血流速度や組織変位、組織弾性の少なくともいずれか一つの情報
が含まれる。
また、ここでの組織変位とは、主に心拍のことであり、以下これを心拍と表現する。
【００１３】
　本実施例において、例えば、運動情報が血流速度の場合、運動信号処理部６はドプラ効
果を原理として測定するため、位相差検出手段を設ける。
ここでの位相差は、送信と受信の位相差とされている。
より具体的には、送信波と受信波を直交検波してそれぞれの位相差を求め、ＦＦＴによっ
てドプラ周波数を求めて血流速度を求める方法がある。
これはＣＷドプラ法と呼ばれるものであるが、ＣＷドプラ法に限定せず、ＰＷドプラ法や
カラードプラ、パワードプラを適用しても良い。
その後、血流速度の絶対値を出力する。このとき血流方向の情報は重要ではなく、その運
動が活発か否かが判断できれば良いので、血流速度の絶対値（｜Ｖ｜）が分かれば十分で
ある。
【００１４】
　運動情報が心拍の場合でもドプラ効果を原理として、運動信号処理部６で位相差検出を
行い、組織表面の変位の変化を求める。
こうすれば、特に心臓の動き、変位を観測することができる。あるいは、エコー信号処理
部５から組織形状情報を送り（点線矢印表示）、その組織形状情報からトラッキングして
心拍や、心臓以外の組織の変位を求める方法でも良い。
【００１５】
　運動情報が組織弾性の場合、運動信号処理部６は超音波プローブ１と被検体１００との
圧縮前後のエコー信号を取り出し、その歪みから支配方程式に基づいて逆問題を解くこと
で組織の弾性係数Ｅを求める。
より具体的には、圧縮前後のエコー信号から、局所的なシフト量を計算し、内部変位を求
める。その後、圧縮方向に変位の空間微分を行うと、局所的な歪み量εがわかる（変位を
軸方向に微分したものが歪みεと定義される）。
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応力σ＝弾性係数Ｅ×歪みεで表現されるが、生体内での応力測定は困難なため、直接弾
性係数Ｅを計算することができない。
したがって、あらかじめ有限要素法によって歪みεと弾性係数Ｅを計算しておき、算出し
た歪みεに対応する弾性係数Ｅを求める。ここで説明した組織弾性の求め方は一例であり
、他の方式でも有効である。
【００１６】
　メモリ７０において、エコー信号処理部５からの出力信号を一時的に格納し、また、メ
モリ７１において運動信号処理部６からの血流速度や心拍、組織弾性情報を一時的に格納
する。
また、レンダリング部（色情報制御手段）８において、メモリ７０からの組織形状情報に
基づき、表示するためのデータに変換し、メモリ７１からの運動情報に基づく色情報を重
畳させる。
その際、制御部２のテーブルから、生体組織に対応する基準色、基準輝度を読み込み、運
動情報に応じて色情報を付与した色付けを行う。
例えば、生体組織が胎児である場合、制御部のテーブルから基準色として肌色情報を読み
込み、臍帯の血流や胎児の心拍に応じて、肌色調整やその輝度調整を行う。
運動が活発であれば、やや赤みがかった肌色に設定する。
反対に、運動が活発でなければ、血色の悪そうな色付けになるよう、青白がかった肌色、
あるいは輝度を落として黒っぽくした肌色に設定する。
そして、９はレンダリング部８から出力された表示情報に基づき画像表示する表示部であ
る。
【００１７】
　次に、レンダリング部（色情報制御手段）８の詳細について説明する。
図２に、本実施例のレンダリング部の構成を説明するための図を示す。
図２において、２１は設定部、２２はテーブル、８１は２Ｄレンダリング部、８２は観測
組織同定部、８３は色調整部、８４はカラーレンダリング部である。
２Ｄレンダリング部８１において、メモリ７０から送られた組織形状を例えばＢモード表
示させるため、包絡線検波や対数圧縮などの信号処理や画像処理が行われる。そして、画
像処理が行われた後、表示部９へ表示するように構成される。
設定部２１は制御部２に含まれる設定部であり、超音波診断装置の操作者が表示部９にＢ
モード表示された画像を参照しながら、観測組織における臓器名（胎児も含む）等を入力
設定する。
テーブル２２は制御部２に含まれるテーブルで、生体組織と、基準情報として例えば標準
的な基準色や基準輝度、生体の基準運動量とを対応付けた情報を格納している。
そして、観測組織同定部８２において、設定部２１からの組織設定情報に基づいて観測組
織を同定する。
色調整部８３は、色や輝度が決定可能に構成されている。また、カラーレンダリング部８
４は、組織形状をカラー表示させるように構成されている。
【００１８】
　色調整部８３は、設定部２１で設定された組織設定情報からテーブル２２を参照し、そ
の組織に対応する基準色と基準輝度、基準運動量を読み込む。
そして、メモリ７１から運動情報を取得し、基準運動量と比較して、色や輝度を基準色や
基準輝度から調整する。
運動情報が基準運動量と等しければ、色調整部８３で決める組織色は、基準色、基準輝度
とする。運動情報が基準運動量よりも活発であれば、基準色からｒ（赤）の強度および／
または基準輝度から輝度を上げる。
その反対に、運動情報が基準運動量よりも劣っていれば、基準色からｂ（青）の強度を上
げ、および／または基準輝度から輝度を下げる。
【００１９】
　なお、運動情報が血流速度や心拍の場合、設定された観測組織にとって特徴的な部分か



(8) JP 2009-261686 A 2009.11.12

10

20

30

40

50

ら取得する。特徴的な部分とは、例えば観測する組織が胎児の場合、臍帯の血流や、胎児
の胸部や心臓をトラッキングする方法が有効である。
あるいは、観測する組織が心臓の場合、大動脈など心臓にとって特徴的な血管における血
流や、各弁の動きをトラッキングする方法が有効である。
また、観測する組織が肝臓の場合、肝動脈や門脈のような血管での血流を求めるのが有効
である。このように、運動情報は設定された観測組織にとって特徴的な部分から取得する
ことが望ましい。
表１は各組織の基準色を設定するためのテーブル２２の一例である。
観測する組織を心臓としたとき、基準運動Ｖ０を心臓の拍動６０から８０回とし、基準色
をそれぞれｒｇｂ成分に分けて各成分２５６階調で示したものである。
【００２０】
　［表１］

【００２１】
　そして、運動情報Ｖにしたがい、色調整部８３でｒ、ｇ、ｂを調整する。
調整方法は、例えば、次のような運動情報と基準情報とを変数とする関数を設定すればよ
い。
すなわち、ｒ＝αｒＶ＋βｒ、ｇ＝αｇＶ＋βｇ、ｂ＝αｂＶ＋βｂ（ただし、各係数α

ｒ、αｇ、αｂ、βｒ、βｇ、βｂ　は組織ごとによって異なる）等である。
また、運動情報Ｖが基準運動Ｖ０よりも小さければ基準色ｒ０を所定量下げることや、基
準色ｂ０を所定量上げるなどの方法も有効である。
【００２２】
　さらに一例として、表２のようなテーブルを参照しても良い。
表２は観測組織を心臓とし、運動情報の取得は拍動とした場合のテーブルである。運動情
報Ｖにしたがい、テーブル（［表２］）を参照して色調整部８３でｒ、ｇ、ｂを調整する
。
【００２３】
　［表２］

【００２４】
　また、運動情報が組織弾性の場合、基準運動量とはその組織の標準的な弾性係数のこと
を指す。
観測する組織内部に弾性係数の異なる領域がなければ、色調整部８３で決める組織色は、
基準色、基準輝度とする。
そして、観測する組織内部に弾性係数の異なる領域を測定したら、特に、弾性係数が高い
領域を測定したら、色調整部８３でその観測領域の色付けや輝度調整を行う。
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【００２５】
　以上説明したカラーレンダリング部８４は二次元でも三次元でも良い。
Ｂモードのような二次元表示にして色調整部８３で組織断面の色や輝度を調整しても良い
し、三次元にして色調整部８３で組織表面の色や輝度を調整しても良い。
ただし、運動情報を組織弾性とする場合は三次元表示の場合に効果がある。組織弾性は一
般的に腫瘤、腫瘍を特定するための機能である。
組織弾性によって腫瘤、腫瘍の存在がある場合、組織表面の色や輝度を色調整部８３で調
整して表示することにより、一目でその組織内部に腫瘤、腫瘍の存在を提示させることが
できる。したがって、運動情報を組織弾性とする場合は三次元表示において有効である。
【００２６】
　なお、操作者による組織設定において、２Ｄレンダリング部８１で２Ｄ画像情報を求め
、表示部９にＢモード表示するよう説明したが、これに限定されない。
例えば、Ｃモードのような他のモードでも良いし、さらには３Ｄレンダリングを行い、３
Ｄ画像を表示させても良い。
また、Ｂモード表示で操作者が組織設定するとしても、２Ｄレンダリング部８１はメモリ
７０を介さず、図１で説明した受信部４から直接、組織形状情報を受け取っても良い。
そして、上記説明では色の調整で、ｒ（赤）やｂ（青）の強弱について説明したが、これ
に限定されない。
また、表１や表２で説明したｒ、ｇ、ｂ成分や運動情報の値は一例であり、これらに限定
されるものではない。
さらに、階調は２５６（８ビット）に限定されない。
そしてさらに、ＲＧＢ三原色成分による調整でなくても、ＨＳＶ成分（色相；Ｈｕｅ、彩
度；Ｓａｔｕｒａｔｉｏｎ、明度；Ｖａｌｕｅ）による調整でも良いし、ＹＵＶ成分（Ｙ
；輝度成分、　Ｕ、Ｖ；色差成分）による調整でも良い。
【００２７】
　また、色調整部８３で色や輝度を頻繁に計算し、更新することは、計算負荷が膨大にな
るだけでなく、色や輝度の変化が著しくなり、見づらくなることがある。そのため、色や
輝度の変化要因となる運動情報を所定時間内の平均値として求め、最初に色や輝度を決め
たらそのまま変えないか、あるいは所定の間隔（例えば十秒ごと）で更新することか望ま
しい。
少なくとも、リアルタイムで計算、更新させないことが望ましい。
さらに、テーブル２２は制御部２の中に設けたが、それに限定されず、例えば色調整部８
３などレンダリング部８の中に設けても有効である。
【００２８】
　以上のように、実施例１によれば生体組織や胎児の色や輝度を運動情報から調整するこ
とにより、運動情報を反映させた色付けや輝度で表示することができる。そのため、生体
組織や胎児の正常、異常をいち早く反映させることができる。
【００２９】
　　［実施例２］
　実施例２では、生体組織の設定を操作者の操作に依存していた実施例１に対して、自動
で行うようにした超音波装置の構成例について説明する。
図３に、本実施例における超音波装置のレンダリング部の構成を説明するための図を示す
。
【００３０】
　本実施例においては、自動で生体組織を同定するため、観測組織同定部８２はセグメン
テーション機能が必要となる。
セグメンテーションとは対象領域となる生体組織の境界を抽出することである。
そのアルゴリズムとして、Ｓｎａｋｅのエネルギ定義やＬｅｖｅｌ　ｓｅｔ法、あるいは
Ｌｅｖｅｌ　ｓｅｔ法を発展させたＧｅｏｄｅｓｉｃ　ａｃｔｉｖｅ　ｃｏｎｔｏｕｒｓ
が知られており、セグメンテーションはこのような公知の技術を用いれば良い。
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その際、例えば、前記組織同定部で組織を同定するために、組織の境界を抽出するセグメ
ンテーション部と、抽出した組織の境界とマッチングさせるテンプレートとを備えた構成
とする。
これにより、セグメンテーションされた結果と比較し、マッチングさせることで組織を同
定することができる。
なお、生体組織は姿勢などによって変形するため、同一組織について複数のテンプレート
を持つことが望ましい。
そして、テンプレートあるいはセグメンテーション結果に対して、身体の姿勢によって変
形させて比較、マッチングしても良い。
【００３１】
　本実施例では、このようにセグメンテーション結果から生体組織を同定し、テーブル２
２はその組織形状情報から、組織に応じた基準食や基準輝度を出力する。
そして、色調整部８３に観測組織同定部８２から組織形状情報と、テーブル２２から基準
色と基準輝度、基準運動量を読み込み、メモリ７１からの運動情報に基づいて、色や輝度
を調整する。
色や輝度の調整方法は実施例１で説明した方法が望ましい。そして、カラーレンダリング
部８４によって、組織形状をカラー表示させる処理を行う。
以上ように、実施例２によれば、観測する生体組織を自動で同定できるため、実施例１よ
りも操作を簡単にすることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施例１における超音波装置を説明するための図である。
【図２】実施例１のレンダリング部の構成を説明するための図である。
【図３】実施例２のレンダリング部の構成を説明するための図である。
【図４】従来例である特許文献２の超音波画像処理装置を説明するための図である。
【符号の説明】
【００３３】
１：超音波プローブ
２：制御部
３：送信部
４：受信部
５：エコー信号処理部
６：運動信号処理部
８：レンダリング部
９：表示部
２１：設定部
２２：テーブル
７０：メモリ
７１：メモリ
８１：２Ｄレンダリング部
８２：観測組織同定部
８３：色調整部
８４：カラーレンダリング部
１００：被検体内部
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